
0

マクロ設定について
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１．マクロ設定の確認

１）新規でExcelを立ち上げてください。（財務諸表等入力シートはブックの保護がかかっていることから、次の手順によるセキュリティの確認などが実施でき
ないことがあるため、新規でExcelを開いてください。）

（１）アクティブXの設定

※（Microsoft365の場合は、「その他」をク
リックすると「オプション」が表示されます。）

① ファイルをクリック

② オプションをクリック
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１．マクロ設定の確認

２）「Excelのオプション」画面が表示されますので、画面左下にある「セキュリティセンター」をクリックしてください。続けて、表示される画面右下の「セキュ
リティセンターの設定」をクリックしてください。（Microsoft365の場合は、以降の「セキュリティ」を「トラスト」に読み替えてください。）

（１）アクティブXの設定

セキュリティセンター画面が表示されます

① セキュリティセンターをクリック

② セキュリティセンター
の設定をクリック

③ アクティブXの設定をクリック
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１．マクロ設定の確認

３）次のような画面に切り替わりますので、「すべてのofficeアプリケーションに適用するActive Xの設定」の内容を確認します。

（１）アクティブXの設定

（1）「先に確認メッセージを表示してから、最低限の制限を適用してすべての
コントロールを有効にする」にチェックがない場合はチェックを入れてください。

（2）「セーフモード（コンピュータに対するコントロールのアクセスを制限しま
す）」にチェックがない場合はチェックを入れてください。

※ この操作は、セキュリティを確保しつつ、入力シートのボタン等を有効にする
ための設定です。

引き続き、マクロの設定確認を行います。

次ページ以降を参照ください
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１．マクロ設定の確認

１）ActiveXの設定に続き、「マクロの設定」をクリックしてください、「マクロの設定」の内容を確認します。

（２）マクロの設定

（1）「警告を表示して全てのマクロを無効にする」 にチェックがない場合は
チェックを入れます。

引き続き、メッセージバーの確認を行います。

次ページ以降を参照ください
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１．マクロ設定の確認

１）マクロの設定に続き、「メッセージバー」をクリックしてください、「すべてのofficeアプリケーションに適用するメッセージバーの設定」の内容を確認します。

（３）メッセージバー（特に、Excel2024の場合）

（1）「ActiveXコントロールやマクロなどのアクティブコンテンツがブ
ロックされた場合、すべてのアプリケーションにメッセージバーを表示
する」 にチェックがない場合はチェックを入れます。

（２）「ポリシ－ヒントをメッセージバーに表示します。これをオフにする
と、組織で必要とされる場合を除いて、ポリシーヒントはすべて無効
になります。」 にチェックがない場合はチェックを入れます。

最後に、

［OK］をクリック

Excelのオプション画面に戻ります。
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１．マクロ設定の確認

２）「Excelのオプション」画面が表示されますので、画面右下にある「OK」をクリックし、終了してください。

（３）メッセージバー（特に、Excel2024の場合）

Excelのオプション画面が閉じます。

① OKをクリック

（マクロ設定の確認は終了です。）
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２．マクロがブロックされた場合の対応について

１）財務諸表等入力シートを開いた際、マクロの実行がブロックされた場合、トップページ上部に以下のメッセージが表示されます。

（１）マクロがブロックされた際の表示

※［詳細を表示］をクリックするとマイクロソフト社のサポート
サイト（マクロがブロックされた場合の情報サイト：下の画
面）が表示されます。次ページ以降にて、ご案内する対
応方法の詳細情報を確認することができます。

対応については、

次ページ以降を参照ください
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1）財務諸表等入力シートのプロパティを更新します。

２．マクロがブロックされた場合の対応について

（２）マクロがブロックされた際の対応その１（プロパティの更新）

① 財務諸表等入力シートのアイコンを選択した状態でマウスの右クリック

② 「プロパティ」を選択 ③ ［許可する］にチェック

④ ［OK］をクリック

更新完了です
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２．マクロがブロックされた場合の対応について

（３）マクロがブロックされた際の対応その２（信頼済みサイトの登録）

1）ログイン画面のアドレスバーから、『https://www.int.wam.go.jp』の部分をコピーします。

① アドレスバーから赤線の部分をコピー
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２．マクロがブロックされた場合の対応について

（３）マクロがブロックされた際の対応その２（信頼済みサイトの登録）

2）デスクトップ下部「スタート」アイコン横の、虫眼鏡アイコンより、「コントロール」を検索し、「コントロールパネル」を表示します。

① 「虫眼鏡」アイコンをクリック

② 「コントロール」と入力

③ 「コントロールパネル」アイコンをクリック
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２．マクロがブロックされた場合の対応について

（３）マクロがブロックされた際の対応その２（信頼済みサイトの登録）

3）「コントロールパネル」より、「インターネットのプロパティ」を表示します。

① 「ネットワークとインターネット」をクリック

② 「インターネットオプション」をクリック

※ ①「ネットワークとインターネット」が表示されない

場合は、② 「インターネットオプション」へ
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２．マクロがブロックされた場合の対応について

（３）マクロがブロックされた際の対応その２（信頼済みサイトの登録）

4）「インターネットのプロパティ」より、「信頼済みのサイト」を登録します。

① 「セキュリティ」をクリック
④ コピーしていたURLを貼り付け

② 「信頼済みサイト」をクリック

③ 「サイト」をクリック

⑤ 「追加」をクリック

⑥ 「閉じる」をクリック

⑦ 「OK」をクリック

登録完了です


